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慢
性
腎
臓
病（
以
下
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）は
、
慢

性
的
に
た
ん
ぱ
く
尿
が
あ
る
か
、
腎
臓

の
機
能
が
低
下
し
正
常
時
の
60
パ
ー
セ

ン
ト
未
満
に
な
っ
た
状
態
を
言
い
ま
す

自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が

進
行
す
る
と
む
く
み
や
貧
血
な
ど
の
症

状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
重
症
化
す
る
と

人
工
透
析
が
必
要
な
腎
不
全
ま
で
進
行

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の

心
血
管
疾
患
を
発
症
す
る
危
険
性
も
高

く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

原
因
は
生
活
習
慣
病

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
発
症
に
は
、
食
生
活
や
喫

煙
、
飲
酒
、
運
動
不
足
な
ど
の
生
活
習

慣
と
の
関
係
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。生
活
習
慣
が
悪
い
と
、メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
糖
尿
病
・
高
血
圧

な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
な
り
、
そ
れ
ら

が
腎
機
能
の
低
下
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

市
内
の
患
者
数
も
増
加
傾
向　
　

　

市
で
も
、
こ
こ
数
年
の
特
定
健
診
受

診
者
の
約
3
〜
4
％
が
腎
臓
の
専
門
医

に
よ
る
診
療
が
必
要
と
推
察
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
C
K
D
が
原
因
で
人
工

透
析
を
す
る
患
者
数
も
年
々
増
加
し
て

い
ま
す（
左
グ
ラ
フ
）。

　

慢
性
腎
臓
病（
C
K
D
）を
予
防
し
よ
う
！

成
人
の
8
人
に
1
人
が
か
か
る
新
た
な
国
民
病

　背中側の腰椎
つい

の上あたりに左右 1個ずつあ
る、握り拳大のソラマメのような形をした臓
器です。
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CKD予防のための
自己チェック！

　下記の項目に当
てはまるものがあ

りますか？
□は主治医に相談

を！△は要注意です
！
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慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）と
は

　

国
内
の
C
K
D
患
者
数
は
、
約
1 

3

3 

0
万
人
に
上
り
、
成
人
の
8
人
に
１

人
に
当
た
り
ま
す
。

4
月
か
ら
富
士
市
C
K
D
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
始
ま
り
ま
し
た

大 

静 

脈

大 

動 

脈

　

市
は
、
人
工
透
析
や
心
血
管
疾
患
の

も
と
に
な
る
C
K
D
に
つ
い
て
、
か
か

り
つ
け
医
と
腎
臓
専
門
医
が
連
携
し
て

治
療
に
当
た
る
病
診
連
携
を
軸
と
し
た

「
富
士
市
C
K
D
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

体
制
を
整
え
ま
し
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
は
、
C
K
D
の
知
識
の
普
及
を

進
め
る
ほ
か
、
適
切
な
医
療
体
制
を
整

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
内
の
透
析
患
者

や
心
血
管
疾
患
の
発
症
を
減
ら
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

富士市国民健康保健加入
の人工透析患者数の推移

（特定疾病療養受診証の 
 発送数（70歳未満）から）

〈腎臓の働き〉
●血液をろ過し、不要なものを尿として排出
●体内の水分やミネラルの調整
●血圧の調整に必要なホルモンや赤血球をつ
　くる刺激を出すホルモンをつくる
●骨をつくるのに必要なビタミンDを活性化
　する

□尿検査で尿た
んぱくが出た

□ eGFRが60未
満

□体がむくむ

△たばこを吸う

△肥満気味だ

△血圧が高目だ

△塩分の多い食
事が好き

・
・
・

 腎臓ってどんな臓器？

※eGFRは、血液
検査のクレアチ

　ニンなどから
算出する、腎臓の

　ろ過機能をあ
らわす数値です

。

。、

※　
　
　

はC
hronic K

idney D
isease

　

の
略
で
す
。

C
K
D

、



問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策
課　

1（
64
）8
9
9
3 

5（
64
）7
1
7
2 

C
K
D
に
な
ら
な
い
た
め
に

□
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
で
肥
満
予
防

　

・
よ
く
か
ん
で
腹
八
分
目
に

　

・
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を

　
　

そ
ろ
え
る

　

・
間
食
は
食
べ
過
ぎ
な
い

　
　
（
1
日
2
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
以
内
）

　

・
食
事
は
3
食
規
則
正
し
く
食
べ
る

　

・
お
酒
は
適
量
に

　
　

 

（
ビ
ー
ル
中
ビ
ン
１
本
程
度
。
女

　
　

性
や
高
齢
者
は
こ
の
半
分
が
目
安

□
減
塩
で
高
血
圧
を
予
防

　

・
調
味
料
は
か
け
ず
に
つ
け
る

　

・
レ
モ
ン
や
酢
を
利
用

　

・
汁
物
は
具
だ
く
さ
ん
に

　

・
め
ん
類
の
汁
は
残
す

　

・
ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
干
物
、
練 

　
　

り
物
な
ど
を
減
ら
す

□
適
度
な
運
動
を
す
る

□
禁
煙
を
す
る

□
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
る

①
生
活
習
慣
を
改
善
し
よ
う
！

　

C
K
D
の
早
期
発
見
に
は

尿
検
査
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
血
液
検
査
で
腎
機
能

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
富
士
市
国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診

　

で
は
、
今
年
度
か
ら
e
G
F
R
を
表

　

記
し
ま
す
。

　

必
ず
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を

受
け
、自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

かかりつけ医 腎臓専門医

栄養士 保健師・
看護師
保健師・
看護師 健診受診者など

かかりつけ医から紹介を受け、
腎臓の詳しい検査を実施。か
かりつけ医と協力しながら、 必
要なときに診療・検査をします。

健診などの結果から、腎臓専門
医を紹介。引き続き、腎臓専門
医と協力しながら診療。

※CKD連絡手帳な
　どで情報を共有。

受診

診察

受診

診察

情報の共有・連絡

栄養や生活の
アドバイス

指示報告

　

日
々
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

酢 酢

酢酢

酢

②
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
よ
う
！
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連
携
に
よ
る
温
か
な
医
療
を

予防で
いつまでも健康な腎臓を

　

市
立
中
央
病
院
と
富
士
市
医
師
会
は

勉
強
会
な
ど
を
通
し
、
常
に
情
報
を
共

有
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
富
士
市
に

は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
環
境
が
整

っ
て
い
ま
し
た
。

　

C
K
D
の
病
状
は
、
以
前
よ
り
的
確

に
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

県
東
部
は
重
症
の
C
K
D
患
者
が
多
い

地
域
で
す
が
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
り
、
健
康
診
断
で
異
常
が
見
つ
か
っ

て
も
か
か
り
つ
け
医
が
速
や
か
に
専
門

医
を
紹
介
し
、
診
療
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
C
K
D
は
徐
々
に
病
状
が
変

化
し
、
長
期
的
な
経
過
の
観
察
と
治
療

が
必
要
な
病
気
で
す
。
か
か
り
つ
け
医

と
専
門
医
が
連
絡
手
帳
な
ど
で
診
療
内

容
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
役
割
に
応
じ

た
治
療
を
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す

　

健
康
診
断
、か
か
り
つ
け
医
の
診
療
、

専
門
医
の
診
療
と
い
う
途
切
れ
る
こ
と

の
な
い
仕
組
み
で
協
力
し
て
治
療
に
当

た
り
、
よ
り
温
か
な
医
療
を
皆
さ
ん
に

提
供
で
き
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

富士市CKDネットワーク
運営委員会会長の中央病
院副院長兼腎内科部長
笠井 健司　医師

　

▲CKD連絡手帳には診療内容など
　を記入

。

）

富士市CKDネットワークの仕組み


